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DuMA ニュースレター                                 ２０２０年１１月２日 

エーゲ海でマグニチュード７の地震が発生 

 １０月３０日、エーゲ海のトルコ寄りの海域でマグニチュード 7.0の地震が発生し、津波も観測されまし

た。震源はギリシャのサモス島の北側で、１日の昼の段階で両国で少なくとも 41名が死亡、負傷者は

880名以上という報道がなされています。 

 現地近くに滞在する日本人の方の情報では、「トルコの場合、建物が弱いので、地震があったらすぐ

に外へ逃げろ」と学校で学んでいそうです。今は道があふれ返っている状態とのことです。家の中にい

ても地震が怖いし、外に出てもコロナ怖いということです。 

 

 DuMA/CSOは 1991年に１年間ギリシャ・アテネ大学へ地震予知研究のため滞在した事があります。

この地震の震源とアテネは 300kmほど離れていますが、アテネ大学の研究者によるとアテネでも揺れを

感じたとの事でした。また津波は目視で 2mほどの高さがあったとの報告があるそうです。 

 トルコには北アナトリア断層という大断層（次のページの赤点線）があり、繰り返しこの地域ではマグニ

チュード７を超える地震が発生しています。最近では 1999年に M7.4の地震（イズミット地震）が発生

し、17,127名の死者を出しています。さらに今回の地震の近傍でも 1883年に M7.3, 1688年に M7.0

の地震が発生しており、1688年の地震では 17,000名以上の死者を出しています。 

 トルコには日本のようなきちんとした耐震基準はなく、また少なくとも 1999年のイズミット地震の時の情

報では、トルコでは地震によって倒壊した建物の建て替えのための政府補助が極めて大きく、そのた

め、自分で耐震補強をする習慣が無いとの事でした。つまり「壊れたら政府が保証してくれる」という意識

が住民の間に浸透しているのが問題だと言っていました。そのため、このような建物倒壊による被害が

続くという事が繰りかえされる要因のようです。 

 ちなみに１０月３０日の地震には顕著な前震はなかったようです。正断層型の地震で、今後の余震が

危惧される状況となっています。余震の並びから東西方向に伸びる断層での地震であったようです。 
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東北地方海域の地下天気図® 

 ９月２８日のニュースレターに引き続き、東北地方沖合の海域（含：一部陸域）で発生するマグニチュ
ード７クラスの地震に特化した解析です。現在、この解析で最も顕著な異常は襟裳岬周辺における静穏

化異常です。 

 ９月２８日のニュースレターにおける静穏化領域と今回の静穏化領域が少し陸域に近い所に移動して

いる事がわかりました。 
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  次にお示しする図は１０月２９日までの図中の■の地点の M タイプの時間変化曲線です。 

 
 

９月２８日にも述べましたが、地震は異常の中心より、異常の周辺部で発生する事が多い事も経験的

に知られています（グラフのゼロ（中央の水平線）が異常が無い事を意味している）。 

 静穏化の異常が今後解消に向かうのか、再び静穏化に向かうのか、今後の推移を監視していきたい

と思います。ちなみに L タイプの時間変化曲線もほぼ同じ傾向となっています。 
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